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第55回鎌倉まつり

　　　　～鎌倉の世界遺産候補地を訪ねて～
春の鎌倉の行事として知られる「鎌倉まつり」は、本年も「世界遺産登録をめざして」をメインテーマとして実施されます。この鎌倉まつりに合わせて、世界遺産登録をめざしている候補地の寺社にお願いし、通常公開されていない部分の拝観も含めて、史跡や文化財を特別拝観させていただくことになりました。

拝観させていただく神社仏閣の本来の在り方に配慮した、より望ましい特別拝観を実施したいと思いますので、ご理解のうえ、ご参加ください。
【拝観日程】

	月　日
	集合場所
	コース（主要拝観場所）　＊は特別拝観

	４月 15日（月）
	寿福寺総門前
	寿福寺（総門・仏殿＊） → 浄光明寺（本堂・阿弥陀三尊像・
網引地蔵像・冷泉為相墓・覚賢和尚墓＊）

	４月16日（火）
	円覚寺境内

御朱印受付所前
	円覚寺（山門・仏殿・選仏場・正続院＊・舎利殿＊・方丈・
白雲庵＊・帰源院＊）

	４月17日（水）
	高徳院（大仏）

仁王門内
	高徳院（大仏・観月堂・庭園＊） → 大仏切通 → 
北条氏常盤亭跡

	４月18日（木）
	鎌倉宮（大塔宮）境内
	覚園寺（愛染堂・薬師堂・千躰地蔵堂＊・地蔵堂） → 永福寺跡→ 瑞泉寺（仏殿＊・地蔵堂・庭園）

	４月19日（金）
	建長寺境内

山門前
	建長寺（山門＊・鐘楼・仏殿・法堂・方丈・禅居院＊）


· 各日とも、13時受付、16時頃解散（現地）
· 雨天中止（当日10時に決定します。判断しづらい場合は、事務局へお問合せください）
· 寺社の都合により、当日拝観できない場合もありますのでご承知おきください
【申込要領】

· 申込方法･･･①住所、②氏名（ふりがな）、③生年月日（保険加入のため）、④性別、⑤電話（ファックス）番号、⑥希望日を記載し、はがき、ファックスまたはＥメールで下記申込先へ

· １通で応募できるのは、一希望日、一人分のみとさせていただきます。複数日、複数人の参加を希望される場合は、別々にお申し込みください。
· 申込〆切･･･平成25年３月25日（月）（はがきは消印有効）
· 申込結果･･･各日とも定員50名。抽選の結果を全員にお知らせします。
· 参加料･･･各日とも一人千円（当日徴収）。16日の円覚寺ならびに19日の建長寺は、入口で別途入山料をお支払いの上、集合場所へお越しください。
· 講　　師･･･内海恒雄（鎌倉世界遺産登録推進協議会　広報部会長）

· 申込先･･･〒248-8686　鎌倉市御成町18番10号

鎌倉世界遺産登録推進協議会事務局（鎌倉市世界遺産登録推進担当内）

「寺社特別拝観めぐり」係　電話（0467）61-3849　FAX（0467）23-1085
E-mail　sekaiisan@city.kamakura.kanagawa.jp
主催：鎌倉世界遺産登録推進協議会　社団法人鎌倉市観光協会
後援：神奈川県・横浜市・鎌倉市・逗子市世界遺産登録推進委員会　協力：鎌倉の世界遺産と秘宝を訪ねる会



拝観の心得
申し上げるまでもございませんが、神社仏閣は、観光や物見遊山のためにあるものではございません。お申し込みされる皆様におかれましては、改めて寺社本来のあり方をお考えいただければ幸いです。
また、この度の「寺社特別拝観めぐり」に参加される際には、次の８カ条をお守りいただき、より望ましい催しとなりますよう、皆様のご協力をお願いいたします。

一、 拝観の際には、寺社、管理者、主催者の指示及び注意に従ってください。

一、 寺社の入口やご仏前、ご神前、ご墓前では、必ず礼拝いたしましょう。

一、 建物の内部では、必ず脱帽し、静粛にして、敬意を表しましょう。

一、 寺社にとっては、境内にある全てのものが大切な宝です。草花や木、特に文化財は、後世に伝えるためにも決して触ったり、傷つけたりしないようご注意ください。

一、 境内は、心の安らぎを求める神聖な場所です。決められた場所を歩き、苔や草花を踏まないようご注意ください。

一、 団体行動を守り、騒いだり迷惑になるような会話は避けて、境内の雰囲気を味わってください。

一、 境内には、撮影禁止の場所がありますのでご注意ください。また、芝、苔、砂利などを保護するため、三脚の使用は厳に慎んでください。

一、 境内は、原則として禁煙です。貴重な文化財を守るため、ご協力ください。
お申込みにあたっては、裏面の「拝観の心得」をご一読ください。








